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 「九条の会」は 7 千を超すほど結成され、「草の根」の民衆運動が展開された。私も当初

から地元で「港南台 9 条の会」に参加した。全国で平和を求める声は絶えず上がっている

が、現実の政治の動きは真逆である。集団的自衛権を認める安保法制が決議され、敵基地

攻撃が容認され、沖縄の南西諸島の基地化が急速に進んでいる。高市政権になって、軍備

拡張政策、殺傷武器の輸出、国家情報会議（国民監視）、非核三原則の見直しなど、戦争準

備が進められている。ところが最近、九条の会が見直され、「憲法守れ」の運動が広がり、

殊に、若い人や女性の参加が多いと聞く。岩波の『世界』は 6 月号で、「いきていく憲法」

を特集し、7 名の論考を掲載している。その中から、4 名の言葉を紹介したい。 

 同志社大学の岡野八代教授は次のように書いている。〈戦争によって物価が高騰し、いま

や日本社会の動力そのものである原油が枯渇するかもしれないなか、なぜ政府は、スパイ

防止法や国旗損壊罪のような、いったい何が法益なのか誰にもわからないような法律制定

を急いでいるのだろうか。市民の暮しのために政府はなにをしてくれるのかを知りたいの

に、総選挙のスローガンがなぜ「日本列島を強く豊かに。」だったのだろうか。その答えと

してわたしは、日本政府が戦争システムの一部だから、と考えている。… 現政権との闘い

ではすまされず、わたしたちがいま、戦争システムのなかで生きていることを自覚するこ

とから始まる。長い闘争になるだろう。〉米国とイスラエルのイラン侵攻は原油が止まり、

市民生活に直接影響を与えているが、政府は戦争システム構築に懸命なようだ。これを打

ち破るには、気が遠くなりそうな長い闘争になる。主権を持つ国民が政治を変える力があ

ることを忘れまい。米国のトランプ大統領は 2026 年 4 月に「今夜ひとつの文明が死滅す

るだろう」と、SNS で発信した。慶応大学の駒村圭吾教授が次のように書いている。〈トラ

ンプ大統領のこのセリフには二つのことが示唆されている。第一に、核攻撃。「ひとつの文

明」が一夜にして滅びることは考えにくいが、文明圏という広域を無数の核弾頭で制圧す

ればあり得るかもしれない。第二に、兵士も市民も区別しない文明全体を標的とした無差

別攻撃の示唆である。これら二つは、「人道に対する罪」をも顧みない極限の決断をほのめ

かすものである。およそ正気の沙汰とは思えないブラフ（こけおどし）であるが、敵国の

為政者には「仮想化された恐怖」が実現した場合がアタマの中を一瞬よぎるだろう。だか

らこそブラフは有効なのである。〉トランプ氏のこけおどし、ごっこ遊びに振り回されず、

人間の尊厳を守る平和の実現に向け、世界の思想を深めるべきではないか。琉球大学の新

城郁夫教授は次のように書いている。〈沖縄の人間にとって、戦争放棄と戦力不保持を国家

に厳命する九条を捨て、九条に捨てられた日本といったものに、どれほどの意味があるだ

ろうか。欠片ほどの意味もない。それはすでに法政治的な残骸である。…反戦平和という

原則が今くらい現実としては必要なときもない。このとき、約束としての憲法九条は、そ

の意味をますます明らかにして、私たちの生きる権利の拠り所となっている。〉沖縄からの

声として聴き、同感した。日米首脳会談で、トランプ氏は自衛隊のホルムズ海峡への派遣

を要求していたが、高市首相は「わが国の法律の範囲内でできることとできないことがあ

る」と伝え、応じなかった。この件に関し、ジャーナリストの吉田敏浩氏は、次のように

書いている。〈憲法九条が自衛隊参戦に歯止めをかけたかたちだが、高市首相は国会で「憲

法九条を盾にしたわけではない」とも強弁しており、今回のようなケースでの自衛隊派遣

をあきらめたわけではなさそうだ。しかし、憲法九条の意義を打ち消そうとする前出の強

弁ぶりは、かえって九条の歯止めとしての重みを浮き彫りにする逆効果を示したともいえ

る。〉この事実が、最近の「九条守れ」の運動になっていると思っている。  


